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「 桂 ヶ 谷 貯 水 池 堰 堤 」

た ば か り の

1 0月 頃 や 、 北 へ

渡 る ３ 月 か ら ４ 月 に は 数 千か ら 数 万 羽 の 群 れ を つ く るこ と も 。　
年 に よ っ て 数 に 差 が あ り

ま す が 、 山 口 湾 周 辺 で も 稲刈 後 の 田 ん ぼ な ど に 飛 来 しま す 。 大 群 が 飛 翔 す る 様 子は 圧 巻 な の で 、 飛 来 数 の 多い 年 は ぜ ひ 探 し て み て く ださ い 。

　
全 長 は ス ズ メ よ り も 少

し 大 き く 、 黒 と 白 、 オ レン ジ の 配 色 が 特 徴 で す 。飛 翔 時 に は 「 キ ョ ッ 、 キョ ッ 」 と い う 鳴 き 声 が よく 聞 こ え て き ま す 。　
名 前 の 由 来 に は 「 集 鳥

（ あ っ と り ）  」 が 変 化 し たと い う 説 が あ り ま す 。 全国 の 森 林 や 農 耕 地 な ど に冬 鳥 と し て 飛 来 し ま すが 、 集 団 で 生 活 す る こ とが 多 く 、 と く に 渡 っ て 来
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ア ト リ

ス ズ メ 目 　 ア ト リ 科
［ 全 長 ］ 　 1 6 c m
［ 時 期 ］ 　 越 冬 の た め に 渡 っ て 来 る 冬 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

隊 員 約 ２ ０ ０ 人 が 観 閲 行 進

０ 人 と 指 揮 通 信 車 や 装 甲車 な ど 約

5 0台 の 車 両 が 、

駐 屯 地 内 を 行 進 す る 。 上空 で は 、 航 空 機 が 祝 賀 飛行 。 た だ し 、 昨 年 ま で 参加 し て い た

7 4式 戦 車 は 、

今 年 ３ 月 に 全 て 退 役 した 。 そ の た め 今 回 は 、 戦車 は 登 場 し な い 。　
続 い て

1 1時 か ら は 同 駐

屯 地 の 山 口 維 新 太 鼓 に よる 演 奏 が 披 露 さ れ る 。

　
そ し て

1 1時

2 5分 か ら は

模 擬 戦 闘 訓 練 。  「 侵 入 して き た 敵 」 に 奪 わ れ た 陣地 を 、 偵 察 バ イ ク 、 ヘ リコ プ タ ー 、 装 甲 車 、 火 炎放 射 器 な ど を 使 っ て 奪 還す る ま で の 流 れ を 、 ア ナウ ン ス に よ る 解 説 と と もに 見 学 で き る 。　
そ し て 、 同 駐 屯 地 の

「 維 新 太 鼓 」 や 、 陸 上 自衛 隊 第

1 3音 楽 隊 （ 広 島

県 ） と 同 駐 屯 地 音 楽 隊 によ る 合 同 演 奏 は 、 午 後 １

時 半 か ら 。　
会 場 内 に は 模 擬 店 も 多

数 出 店 。 自衛 隊 グ ッ ズや 飲 食 物 を購 入 で きる 。 ま た 、エ ア ド ー ムや ミ ニ Ｓ Ｌな ど が 並 ぶ
「 子 供 広

場 」 も 登場 。 さ らに 、 車 両 や装 備 品 、 駐屯 地 の 活 動

を 紹 介 す る 写 真 な ど も 展示 さ れ る 。  「 Ｖ Ｒ コ ー ナー 」 も お 目 見 え し 、 ス タン プ ラ リ ー や 自 衛 隊 車 両体 験 試 乗 な ど の 催 し も ある 。　
こ の 日 は 「 １ 日 駐 屯 地

司 令 」 に 、 フ リ ー ア ナ ウン サ ー の 森 千 晴 さ ん  （

2 4） 

が 就 任 す る 。 母 親 が 山 口県 出 身 の 森 さ ん は 現 在 、朝 の 情 報 番 組 「 グ ッ ド ！　
モ ー ニ ン グ 」  （ テ レ ビ 朝

日 系 ） に 出 演 中 だ 。 会 場で は 、 来 場 者 と の 記 念 撮影 に も 応 じ て く れ る 。

　
陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地

創 設

6 9周 年 記 念 行 事 が 、

1 3日  （ 日 ）  午 前 ９ 時 か ら 午
後 ３ 時 ま で 、 同 駐 屯 地（ 山 口 市 上 宇 野 令 、

☎
０

８ ３

－

９ ２ ２

－

２ ２ ８

１ ） で 開 催 さ れ る 。　
午 前

1 0時 か ら の 記 念 式

典 に 続 き 、

1 0時 半 ご ろ か

ら 観 閲 行 進 。 隊 員 約 ２ ０

山 口 駐 屯 地 創 設 記 念 行 事
観 閲 行 進 や 模 擬 戦 闘 訓 練 な ど
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 日

本 紙 連 載 の 古 谷 眞 之 助 さ ん が 個 展
菜 香 亭 で  「 吉 南 風 景 イ ラ ス ト 展 」

　
本 紙 に 「 イ ラ ス ト で た

ど る 石 州 街 道 」 を 連 載 中の 古 谷 眞 之 助 さ ん の 個 展

「 吉 南 風 景 イ ラ ス ト 展 」が 、

1 0日  （ 木 ）  か ら

1 4日

（ 月 ・ 祝 ） ま で 、 山 口 市

菜 香 亭 （ 山 口 市天 花 １ ） で 開 かれ る 。 時 間 は 午前

1 0時 か ら 午 後

５ 時 （ 最 終 日 は３ 時 ） ま で で 、入 場 無 料 。　
２ ０ ２ ０ 年 ７

月 号 か ら

2 4年 ３

月 号 ま で の ４ 年間 、 古 谷 さ ん は吉 南 医 師 会 報

（ 年 ４ 回 刊 ） の 表 紙 イ ラス ト を 担 当 し て き た 。 ７月 号 か ら も さ ら に ４ 年 間担 当 す る が 、 ４ 年 間 の 集大 成 と し て 開 催 さ れ る 。　
会 場 に は 、 会 報 の 表 紙

を 飾 っ た 吉 南 地 域 の 名 所イ ラ ス ト

1 6作 品 が 展 示 。

さ ら に 、 パ ー ク ロ ー ド 、サ ビ エ ル 記 念 聖 堂 、 雪 舟庭 と い っ た 山 口 市 内 各 地の 風 景 （

1 0点 ）  、 中 国 ・

四 国 ・ 九 州 地 方 の 城 （ ８点 ）  、 Ｓ Ｌ や ま ぐ ち 号
（ ２ 点 ） を 描 い た イ ラ ス

ト も 、 解 説 文 や 写 生 し た場 所 を 示 し た 地 図 と と もに 並 ぶ 。 Ａ ４ サ イ ズ の 紙に ペ ン と 水 彩 絵 の 具 で 描い た 、 透 明 感 の あ る 仕 上が り が 特 徴 だ 。　
額 縁 付 き イ ラ ス ト 原 画

が ６ 人 に 当 た る 抽 選 会 も

用 意 。 古 谷 さ ん は 「 印 刷物 を 見 る の と は 違 い 、 原画 だ と 線 や 色 使 い が 直 接伝 わ る と 思 う 。 会 期 中 は会 場 に 常 駐 す る 予 定 な ので 、 質 問 が あ れ ば 気 軽 に話 し か け て ほ し い 」 と 来場 を 呼 び 掛 け て い る 。

１ ０  ～  １ ４ 日



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 ５ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

© 2 0 2 4 『 カ ラ オ ケ 行 こ ！ 』 製 作 委 員 会

 １ 行 記 事　 東 京 ・ 青 山 の 老 舗 ス ー パ ー ・ 紀 ノ 国 屋 の 特 別 販 売 会 が 、 １ ５ 日 （ 火 ） ま で 山 口 井 筒 屋 で 。 人 気 の エ コ バ ッ グ や 食 品 等 、 プ ラ イ ベ ー ト ブ ラ ン ド 商 品 を 購 入 で き る 。

　
財 務 省 山 口 財 務 事 務 所

（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

２

１ ９ ０ ） は 、 四 半 期 ご とに 実 施 し て い る 「 法 人 企業 景 気 予 測 調 査 」 の 結 果を ま と め た 。 調 査 時 点 は８ 月

1 5日 で 、 今 期 （ ７ 〜

９ 月 ） の 現 状 、 翌 期 （

1 0

〜

1 2月 ） の 見 通 し 、 翌 々

期 （ ２ ０ ２ ５ 年 １ 〜 ３月 ） の 見 通 し に つ い て 県内 １ １ ４ 社 に 聞 き 、 １ ０９ 社 か ら 回 答 が 寄 せ ら れた 。 業 種 別 内 訳 は 、 製 造業 が

4 4社 （

4 0・ ４ ％ ）

で 、 非 製 造 業 が

6 5社

（

5 9・ ６ ％ ）  。 規 模 別 に 見

る と 、 大 企 業 （ 資 本 金

1 0

億 円 以 上 ） が

2 7社 （

2 4・
８ ％ ）  、 中 堅 企 業 （ 同 １億 円 以 上

1 0億 円 未 満 ） が

3 0社 （

2 7・ ５ ％ ）  、 中 小

企 業 （ 同 １ ０ ０ ０ 万 円 以上 １ 億 円 未 満 ） が

5 2社

（

4 7・ ７ ％ ） だ 。

　
ま ず 、 今 期 の 「 景 況 判

断 」 が 、 前 期 に 比 べ 「 上昇 」 し た と 答 え た 企 業 は８ ・ ３ ％ で 、  「 下 降 」 と回 答 し た の は

1 3・ ８ ％ 。

Ｂ Ｓ Ｉ （  「 上 昇 」 と 答 えた 企 業 割 合 か ら 「 下 降 」と 答 え た 企 業 割 合 を 引 いた 景 況 判 断 指 数 ＝ ビ ジ ネス ・ サ ー ベ イ ・ イ ン デ ック ス ） は マ イ ナ ス ５ ・ ５ポ イ ン ト で 、 前 期 （ ４ 〜６ 月 ） の マ イ ナ ス ５ ・ ３

た 。　
全 体 の 先 行 き は 、 翌 期

は ２ ・ ８ ポ イ ン ト 、 翌 々期 は マ イ ナ ス ０ ・ ９ ポ イン ト の 見 通 し だ 。　
回 答 企 業 か ら は 「 一 部

の 自 動 車 メ ー カ ー に よ る生 産 ・ 出 荷 停 止 の 影 響 から 自 動 車 生 産 台 数 が 回 復し て い る こ と を 受 け 、 自動 車 向 け の 需 要 が 持 ち 直し て い る 」  （ 鉄 鋼 ）  、  「 人件 費 や 原 材 料 価 格 が 上 昇し て い る も の の 、 一 部 しか 販 売 価 格 へ と 転 嫁 す るこ と が で き て い な い 」（ 化 学 ）  、  「 物 価 高 の 影 響に よ り 消 費 者 の 購 買 意 欲が 落 ち 込 ん で い る こ と か

ポ イ ン ト か ら ほ ぼ 横 ば いだ っ た 。　
業 種 別 に 見 る と 、 製 造

業 は マ イ ナ ス

1 1・ ４ ポ イ

ン ト （ 前 期 比 マ イ ナ ス
1 3・ ７ ） と 悪 化 し 、 非 製

造 業 は マ イ ナ ス １ ・ ５ ポイ ン ト （ 同 プ ラ ス ８ ・５ ） と マ イ ナ ス 幅 が 縮 小し た 。 規 模 別 で は 、 大 企業 は ７ ・ ４ ポ イ ン ト （ 同プ ラ ス

2 2・ ２ ） と プ ラ ス

に 転 じ た が 、 中 堅 企 業 はマ イ ナ ス

1 0・ ０ ポ イ ン ト

（ 同 マ イ ナ ス

2 0・ ０ ） に

マ イ ナ ス 幅 が 拡 大 。 中 小企 業 は マ イ ナ ス ９ ・ ６ ポイ ン ト （ 同 マ イ ナ ス ０ ・８ ） で ほ ぼ 横 ば い だ っ

ら 、 企 業 か ら の 広 告 等 の注 文 が 例 年 に な く 減 少 して い る （ そ の 他 製 造 ）  、「 原 材 料 価 格 の 上 昇 や 人手 不 足 に よ り 経 営 が 難 しく な り 、 退 去 を 予 定 し てい る テ ナ ン ト が 出 て き てお り 、 家 賃 収 入 の 減 少 が見 込 ま れ て い る 」  （ 不 動産 ）  、  「 自 動 車 整 備 工 場 を新 設 し 、 作 業 能 力 の 向 上を 図 っ た と こ ろ 、 現 在 の人 員 で は 対 応 で き な い ほど 受 注 が 増 え て い る 」（ そ の 他 の サ ー ビ ス ）  、「 記 念 日 や イ ベ ン ト な どの ハ レ の 日 に は 旺 盛 な 需要 が 見 ら れ て お り 、 グ ルー プ や 家 族 連 れ で の 来 店客 も 多 く 、 う な ぎ や 寿 司な ど 高 価 格 帯 の 商 品 の 売り 上 げ も 好 調 」  （ 宿 泊 ・飲 食 サ ー ビ ス ） な ど の 声が 聞 か れ た 。

山 口 財 務 事 務 所 の 企 業 景 気 予 測 調 査

景 況 判 断 は  マ  イ ナ  ス  の ま ま 横 ば  い
「 ２ ０ ２ ４ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

優 秀 賞 「 輝 き を 求 め て 」
山 口 市 の 鴻 ノ 峰 に ア サ ギ マ ダ ラ が 飛 来 し て い る と の こ と か ら 、 行 っ て み ま し た 。 太 陽 の 光 に
飛 び 込 み キ ラ リ と 輝 く ア サ ギ マ ダ ラ が 撮 れ ま し た 。

撮 影 者 ： 吉 田 崇 宏 さ ん （ 山 口 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 3 年 1 0 月 2 2 日 　 撮 影 場 所: 鴻 ノ 峰 （ 山 口 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 4 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

「 カ ラ オ ケ 行 こ ！ 」 山 口 市 民 会 館 で
人 気 コ ミ ッ ク の 映 画 化 作 品 、 チ ケ プ レ も
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 日

　

映 画 「 カ ラ オ ケ 行

こ ！ 」  （ ２ ０ ２ ４ 年 ）が 、

1 4日 （ 月 ・ 祝 ） に 山

口 市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央２ ） で 上 映 さ れ る 。　 「 夢 中 さ 、 き み に 。  」 が2 0年 の 第

2 3回 文 化 庁 メ デ

ィ ア 芸 術 祭 マ ン ガ 部 門 新人 賞 と 第

2 4回 手 塚 治 虫 文

化 賞 短 編 賞 を 受 け た 和 山や ま の 人 気 コ ミ ッ ク を 、綾 野 剛 主 演 で 実 写 映 画 化し た 作 品 だ 。　
変 声 期 に 悩 ん で い る 中

学 校 の 合 唱 部 で 部 長 を 務め る 岡 聡 実 （ 齋 藤 潤 ）は 、 あ る 日 突 然 見 知 ら ぬヤ ク ザ の 成 田 狂 児 （ 綾 野剛 ） か ら カ ラ オ ケ に 誘 われ る 。 戸 惑 う 聡 実 に 、 狂児 は 歌 の レ ッ ス ン を し てほ し い と 依 頼 。 組 長 が 主催 す る カ ラ オ ケ 大 会 で 最下 位 に な っ た 者 に 待 ち 受

け る 恐 怖 の 罰 ゲ ー ム を 回避 す る た め に 、 何 が 何 でも 歌 が 上 手 く な ら な け れば な ら な い の だ と い う 。狂 児 の 勝 負 曲 は Ｘ Ｊ Ａ ＰＡ Ｎ の 「 紅 」  。 嫌 々 な がら も 歌 唱 指 導 を 引 き 受 ける 聡 実 だ が 、 次 第 に ２ 人は 親 し く な っ て い き … 。　
聡 実 を 演 じ た の は 、 オ

ー デ ィ シ ョ ン で 抜 て き され た 新 星 ・ 齋 藤 潤 。  「 リン ダ

 

リ ン ダ

 

リ ン ダ 」

「 天 然 コ ケ ッ コ ー 」  「 １ 秒先 の 彼 」 な ど の 山 下 敦 弘が 監 督 を 、 テ レ ビ ド ラ マ「 逃 げ る は 恥 だ が 役 に 立つ 」  「 ア ン ナ チ ュ ラ ル 」「 Ｍ Ｉ Ｕ ４ ０ ４ 」 な ど の野 木 亜 紀 子 が 脚 本 を 務 めた 。 出 演 は 他 に 、 芳 根 京子 、 北 村 一 輝 、 坂 井 真紀 、 加 藤 雅 也 ら 。　
上 映 会 を 企 画 し た 同 館

の 西 村 真 治 主 任 は 「 原 作に あ っ た 『 低 体 温 な 笑い 』 が 、 よ く 表 現 さ れ てい る 。 中 学 生 と ヤ ク ザ のや り 取 り の 面 白 さ や 、 実写 版 な ら で は の 歌 唱 シ ー

ン 、 原 作 に は な い 中 学 校生 活 の 場 面 な ど 、 見 ど ころ 満 載 」 と 鑑 賞 を 呼 び かけ て い る 。　
上 映 は 、 午 前

1 0時 か ら

1 1時

5 0分 ま で と 、 午 後 ２

時 か ら ３ 時

5 0分 ま で の ２

回 。 前 売 り 券 は 、 一 般 １５ ０ ０ 円 、

6 0歳 以 上 の シ

ニ ア と ａ ｎ ｙ 会 員 は １ ２０ ０ 円 、 学 生 ８ ０ ０ 円 。同 館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 ロ ー ソン チ ケ ッ ト （ Ｌ コ ー ド

：

６ ２ ４ １ ３ ） で 購 入 で きる 。 当 日 券 は そ れ ぞ れ 、１ ８ ０ ０ 円 、 １ ５ ０ ０円 、 １ ０ ０ ０ 円 に な る 。未 就 学 児 は 入 場 不 可 。 問い 合 わ せ は 同 館 （

☎
０ ８

　

1 2月

2 9日  （ 日 ）  午 前 ８ 時

か ら

1 1時 ま で 、 山 口 南 総

合 セ ン タ ー （ 山 口 市 名 田島 ） で 開 か れ る 「 第 ８ 回年 末 朝 市 イ ン 名 田 島 」 への 出 店 者 が 募 集 さ れ て いる 。　
地 元 産 の 野 菜 や 海 産

物 、 菓 子 、 果 物 、 加 工品 、 正 月 用 品 （ し め 縄 、門 松 、 お せ ち 料 理 の 材料 ） な ど の 販 売 者 や 、 コー ヒ ー 、 パ ン 、 お に ぎり 、 う ど ん な ど の 朝 食 提

供 者 が 対 象 だ 。　
１ 区 画 は 間 口 ３ ㍍ × 奥

行 ３ ㍍ で 、 出 店 料 は 区 画ご と に １ ０ ０ ０ 円 。 机 、椅 子 、 電 源 、 水 、 食 品 営業 （ 調 理 ） の 届 け 出 等は 、 主 催 者 側 で 用 意 さ れる 。　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ

は 、 同 実 行 委 員 会 事 務 局
（
☎
０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

８

３ ３ ３ ） へ 。 締 め 切 り は
3 1日  （ 木 ）  。

応  募  フ ォ ー  ム

３

－

９ ２

３

－

１ ０

００ ）へ 。

出 店 者 を 募 集 中
名 田 島 年 末 朝 市

～  ３ １ 日

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・
話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、
郵 便 番 号 、 住 所 、 年 代 、 電 話 番 号 、 メ
ー ル ア ド レ ス 、 希 望 鑑 賞 時 間 を 明 記 し 、
は が き （ 宛 先 は 題 字 横 参 照 ） ま た は 応
募 フ ォ ー ム で サ ン デ ー 山 口 「 カ ラ オ ケ
行 こ ！ 」 係 へ 。 1 0 日 （ 木 ） 必 着 。 当 選
者 に は メ ー ル で お 知 ら せ し 、 チ ケ ッ ト
は 上 映 当 日 に 会 場 で お 渡 し し ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

招 待 券 ペ ア ５ 組



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 ５ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 あ す ６ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で 、 山 口 ふ れ あ い 館 （ 山 口 市 宮 野 上 ） で ４ ０ 周 年 記 念 イ ベ ン ト 。 菓 子 ま き 、 豚 汁 無 料 配 布 、 新 米 等 当 た る 抽 選 会 等 催 し 多 数 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 ５ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

　
９ 月

2 5日  （ 水 ）  に ニ ッ パ

ツ 三 ツ 沢 球 技 場 に て 天 皇杯 準 々 決 勝 が 行 わ れ 、 横浜 Ｆ

･

マ リ ノ ス と 対 戦 し

ま し た 。 相 手 は Ｊ １ 優 勝経 験 も あ り 、 日 本 を 代 表す る よ う な チ ー ム 。 対 する レ ノ フ ァ は ク ラ ブ 初 の準 々 決 勝 で し た 。 当 日 は平 日 の 夜 に も 関 わ ら ず 多く の サ ポ ー タ ー の 方 々 に

駆 け つ け て い た だ き 、 横浜 へ の 応 援 に 負 け な い ほど の 声 援 を い た だ き ま した 。 試 合 は 前 半 を １

－

１ で 折 り 返 し ま し た が 、結 果 は １

－

５ で 悔 し い

敗 戦 と な り ま し た 。　
ま た こ の 舞 台 や 、 次 の

ス テ ッ プ に 到 達 で き る よう 、 今 回 の 成 績 を 力 に 変え て い き た い と 思 い ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


